
令和５年度 えびの市立上江小中学校 重点指導項目
【学校教育目標】 主体的に活動するたくましい上江っ子の育成

成果と課題
【めざす児童生徒像】 ○礼儀正しく、元気のある子 ○目標をもって、自ら学ぶ子 ○気づき、考え、行動する子

項目 重点目標と主な達成手段 具体的な取組と達成目標
［具体的な取組］ ［成果］

［目標］ 〇 小 中 で 系 統性 ・ 継 続性 の あ る教 育 課 程 の実 施 ・ 充実 を 図 る。 小 中 〇 ８ 割 の 教 科 で 、 県 や 市 の 平 均 点 を 上
児童・生徒が主体的に学ぶ (学 ぼ 教員による乗り入れ授業を実施する。 回った。算数・数学においては、ＴＴ

うとする )力 を高める。 （小→中 ･･音 楽 数学 英語 中→小 ･･家 庭 科 保健体育 算数 ） での授業の成果もあり、下位層の児童
〇 個 に 応 じ た指 導 を 充実 さ せ るた め に 、 算数 ・ 数 学科 に お いて 、 少 生徒が少なくなっている。子どもたち

［手段］ 人数指導やＴＴの授業を実施する。 は、意欲的に授業に取り組んでいる。
学力の 主 体 的 ・ 対 話 的 な 授 業 を 実 践 す 〇 １ 人 １ 回 の 授 業 研 究 を 行 い 、 授 業 の 工 夫 改 善 （ 授 業 力 向 上 )に 努 ［課題］
向上 る と と も に 、 個 に 応 じ た 指 導 方 法 める。空き時間を利用して、見たい授業を参観する。 ● ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ や グ ル ー プ 学

の工夫を図る。 〇 学びの確認週間を充実させる。 習 な ど を 取 り 入 れ 、 考 え を 伝 え 合 っ た
り 、 教 え 合 っ た り し て い る が 、 今 後 さ

［達成目標］ ら に 、 児 童 ・ 生 徒 が 主 体 と な っ た 学 習
〇 全国・県及び市の学力検査でそれぞれ平均点以上を目指す。 を展開しなければならない。

［具体的な取組］ ［成果］
［目標］ 〇 主 体 的 な 「あ い さ つ運 動 」 を通 し て 、 元気 よ く あ い さ つす る こ 〇 児 童 ・ 生 徒 の 自 己 肯 定 感 は 昨 年 度 と
児童・生徒が豊かな心をもって行 とができる児童・生徒の育成を図る。 比べ、高まっている。(R4･･82 ％ R5･･92

動する力を高める。 〇 読 書 推 進 の工 夫 や ビブ リ オ バト ル な ど の活 動 を 通し て 、 読書 へ の ％ )
豊 かな 意欲付けを行う。 〇 主 体 的 に 考 え 、 行 動 で き る 児 童 ・ 生
心の育成 ［手段］ 〇 「 ピ ア ・ サポ ー ト 活動 」 に 関す る 教 育 活動 を 行 い、 思 い やり 、 助 徒 が 見 ら れ る 。 ま た 、 子 ど も 同 士 の ト

元 気 の よ い あ い さ つ の 励 行 と 基 け合い、支え合う人間関係を育んでいく。 ラ ブ ル も ほ と ん ど な く 、 円 滑 な 人 間 関
本 的 な 生 活 習 慣 の 定 着 と 読 書 活 動 係が育まれつつある。
の推進を図る。 ［達成目標］ ［課題］

〇 徳に関するアンケートで８割以上の児童・生徒が肯定的に回答する。 ● 読 書 量 は 、 昨 年 度 と 比 較 す る と 減 少
〇 読書量昨年度並 傾 向 に あ る 。 家 庭 で の 読 書 推 進 を 図 っ

ていきたい。
［具体的な取組］ ［成果］

［目標］ 〇 体力 向 上 プラ ン を もと に 保 健・ 体 育 学 習の 充 実 を図 り 、運 動の 楽 〇 体 力 テ ス ト の 下 位 層 の 減 少 と 柔 軟 性
自己管理能力や体力を高める。 しさを味わわせるようにする。 が 伸 び 、 全 体 的 に 体 力 は 向 上 し て い る

体力の 〇 合 同 運 動 会や 合 同 ロー ド レ ース 大 会 ・ 縄跳 び 月 間に 向 け て体 力 を と言える。
向上 ［手段］ 高める意欲をもたせる。 〇 感 染 症 で 大 き な 拡 が り は 見 ら れ な か

体 力 づ く り 活 動 の 実 践 と 自 己 管 〇 感 染 症 対 策や 熱 中 症対 策 、 睡眠 時 間 の 確保 な ど 自己 管 理 能力 を 高 っ た 。 各 自 の 感 染 症 対 策 や 熱 中 症 予 防
理 能 力 の 育 成 、 立 腰 指 導 の 充 実 を める。 など自己管理能力が身に付きつつある。
図る。 〇 授 業 の 始 まり と 終 わり に 立 腰指 導 を 行 い、 立 腰 姿勢 の 習 慣化 を 図 ［課題］

る。 ● 遅 刻 ・ 欠 席 に つ い て は 、 よ く な っ て
い る 児 童 ・ 生 徒 も い れ ば 、 欠 席 が 増 え

［達成目標］ て き て い る 生 徒 も い る 。 個 々 に 合 っ た
〇 体力テストで昨年度以上の結果を目指す。 対 応 を 継 続 支 援 し て い か な け れ ば な ら
〇 遅刻・欠席を減らす。 ない。

［具体的な取組］ ［成果］
［目標］ 〇 地 域 学 校 協働 活 動 や関 係 機 関の 外 部 講 師を 活 用 し、 学 習 をよ り 効 〇 児 童 ・ 生 徒 の え び の に 対 す る 関 心 ・
郷土に誇りをもち、人のために尽 果的・効率的に行う。 知 識 は 高 い 。 え び の 学 で の 学 び が い い

地 域 に 貢 くす力を高める。 〇 「 え び の 学」 を 通 して 、 え びの の よ さ を知 り 、 そこ で 働 く人 の や 影 響 を 与 え て い る 。 上 江 交 流 フ ェ ス テ
献 す る 人 りがいや苦労を理解することで、キャリア教育を充実させる。 バ ル で は 、 人 を 喜 ば せ る よ い 体 験 に な
材の育成 ［手段］ 〇 児 童 会 ・ 生徒 会 活 動を 通 し て、 主 体 的 な活 動 を 促し 、 達 成感 や 成 った。

「 え び の 学 」 を 充 実 さ せ る た め 就 感 を 味 わ わせ る 。 地域 貢 献 活動 を 通 し て、 地 域 に感 謝 す る気 持 ち ［課題］
に 、 地 域 と 連 携 し た 教 育 活 動 を 行 を高める。 ● 社 会 の 変 化 に 対 応 し た キ ャ リ ア 教 育
う。 ［達成目標］ を 今 後 も 計 画 的 に 実 施 し 、「 自 分 の 生

〇 各学年・各学部で体験学習や地域貢献活動を実施する。 き方」について、考えさせたい。


